
(A)地下地盤の保全管理，(B)地盤環境汚染の起源と対策，(C)不飽和土の透水強度特性, 
(D)特許，に分け，関連する主要研究業績を紹介します． 
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pp.37-46, 1998. 
7)破過曲線から推定できる溶解性汚染物質の土中移動特性,土と基礎,Vol.47,No.10,pp.9-12, 
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Conf. On Waste Management and the Environment, pp.373-382, 2002.  
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集, pp.187-192, 1987. 
2)浸透破壊の発生プロセスと土の非均質性, 土と基礎, Vol.37, No.6, pp.17-22, 1989. 
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27)７年間暴露した瑞浪泥岩の細粒化特性と沈下挙動，土木学会論文集，No．６６６/Ⅲー
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(D)特許 
1)緑化基盤材 (特開 2010-53266) 
2)鉄分回収装置及び鉄分回収方法並びに植生材料（特願 2007-244366） 
3)異なる２波長の超音波を用いた温泉水などの殺菌法（特願 2006-121749） 
4)複合糖質を含んだ木質の重金属捕集剤（特願 2006-164036） 



5)重金属類含有土壌の浄化方法（特願 2004-264601） 
6)土壌からの重金属流出量の推定法及び推定プログラム（特願 2003-178573） 
7)クロストリジウム・ビフェルメンタンス DPH 一株に特異的なオリゴヌクレオチド及びそ

の利用（特願 2003-207886） 
8)汚染物に含有されたテトラクロロエチレンを分解する方法（特願 2003-207887） 
 


